
　　　　

令和7 年 2 月 14 日

　９
　14 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 ①居場所であること　②理解者であること　③スモールステップで　④ライフステージを繋ぐ　⑤笑顔の輪

事業所名 さくらきっずもとまち 作成日支援プログラム（参考様式）

・日付や活動予定時間を視覚で分かるよう提示
・タイマー(音＋視覚化されたもの)を使用して遊びや活動、学習の終了を分かりやすく提示

・文字カード、絵カード等のコミュニケーション手段の活用
・外出時のルールなどを文字や絵カードを使って視覚化
・児童の思いの言語化など、言葉のサポート

・クッキング、季節ごとの自然体験活動等の協同活動
・イベントなどを通した関連施設、地域との交流
・小集団活動への参加を通して、社会的ルールの認知や適切な行動形成に繋がっていくよう仲介等の支援

支援方針

一人ひとりの個性を大切に関わり、スモールステップを心掛けて支援を行う。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節のイベント(お花見、端午の節句、プール、七夕、ハロウィン、クリスマス、初詣、節分、ひなまつり等)
・製作活動(さくらクラブ、ビーズアクセサリー作り、プラバン、壁画作り、コラージュ遊び等)　・自然体験活動
・ダンス教室、バランスボール教室　・お誕生日会　・クッキング、スイーツ部など調理活動

（別添資料１）

家族支援

・活動等の様子について送迎の際に情報共有
・モニタリングや担当者会議等で情報共有
・学校での様子等について保護者様から相談があった場合の支援

移行支援

・送迎時や担当者会議等で、学校の先生と情報共有

地域支援・地域連携

・季節のイベントなどを通した関連施設との交流
・年に一度の企業祭の開催 職員の質の向上

・定例会議の開催
・虐待防止研修への参加
・避難訓練　・感染症対策研修の実施

支　援　内　容

・心身状態の把握(体調管理等)　・衣服の着脱、排泄など身辺自立を目的とした介助、声掛け
・スケジュール等が視覚で分かるよう掲示、声掛け等による支援
・学習場所をパーテーションで仕切る等の構造化

・ダンス教室やバランスボール教室など、音楽に合わせて身体を動かす活動の提供
・製作活動を通して、自己表現や指先を使うトレーニングに繋げている
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援
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